
91建設機械施工 Vol.69　No.5　May　2017

ISO/TC 127/SC 1/WG 5（ISO 5006土工機械―運転員の視野） 
2016年 4月ドイツ・アウグスブルグ市 国際作業グループ会議報告

標準部会 ISO/TC 127 土工機械委員会国際専門家（Expert）　大本　康隆（コベルコ建機）

国際標準化機構 ISO の専門委員会 TC 127（土工機
械）傘下の国際作業グループ ISO/TC 127/SC 1/WG 
5（ISO 5006 土工機械―運転員の視野 改正）SC 2 と
のジョイント作業グループ会議が 2016 年 4 月にドイ
ツ国アウグスブルグ市で開催され，協会標準部会
ISO/TC 127 土工機械委員会から国際専門家（Expert）
として出席した大本康隆氏の報告を紹介する。

1　開催日：2016 年 4 月 6 日
2　開催地：‌�ドイツ国アウグスブルグ市  

STEIGENBERGER DREI MOHREN
3　出席者：21 名　及び WebEx 参加 6 名

‌�米国（ANSI）コンビナー兼プロジェクトリーダ（PL）
他 5 名　及び WebEx 参加 1 名
フランス（AFNOR）3 名
英国（BSI）2 名
ドイツ（DIN）4 名
イタリア（UNI）1 名
スウェーデン（SIS）1 名
日本（JISC）4 名　及び WebEx 参加 5 名

4　会議概要：
4.1　概要
会議で決定された大きな変更点は下記の3項目である。
1）大型機のリスクアセスメント
  　‌�これまでは試験が免除されていた大型機（油圧

ショベルでは 40 t 超）も試験が必須（shall）となっ
た。これまでは対象外であった 45 t 機種（＞
40 t）も試験の対象となる。⇒ 4.3 2）参照

  　‌�ただし，従来の対象機同様に実機試験をシミュ
レーションに代えて行うことが可能。

2）ミラーの配置位置
  　‌�運転席の後方にミラーを置くことは認められる。

ただし，Rectangular Boundary と Visibility test 
circle の確認のために用いてはならない。後方
のミラーを廃止する必要は無くなる。ただし，
RB と Visibility test circle の視認性評価には用
いることはできない。⇒ 4.3 3）参照

3）ミラーに写る像の規定

  　‌�現行ミラーの曲率規定に戻すこと（日本提案）
は認められない（Not Accepted） 。Full Revision
時に再検討する。現行案の像の高さの測定を行
うことが必須となる。⇒ 4.3 9）参照

4.2　今後の日程
以下の内容が会議スクリーン上で示された。
plan the sequence of the next steps in the process 

to publication. 
・‌�Information ADCO meets 26-27 April 2016 - 

CEN/TC 151 WG 17-19 May
・Complete Comment form
・Update N 72 document appropriately
・‌�Circulate to the Working Group - This is to 

verify comment form answers and changes in 
the draft to reflect comments.

・‌�Comment form and updated draft to WG by 1 
May

・‌�Feedback on resolution of Editional comments 
by 1 June

・‌�Resolution to be taken to proceed to publication 
to be launched by 7 Jun

　by one month Committee Internal Ballot.
1）‌�EU 委員会の諮問機関である ADCO の会合を 4

月末に開催する。［EU 委員会の Warning 撤回
を審議？］

2）‌�CEN/TC 151 WG 会合を 5 月中旬に開催する。 
［EN474-1 改訂を担当］

3）‌�今回の WG の審議結果を反映した各国コメント
への回答の作成は 5 月初めまでに行う。

4）‌�回答に対する各国からの Feedback は 6 月初め
までに行う。

5）CIB 準備期間は～ 6 月初旬とする。
6）‌�規格発行に関する ISO 委員会の投票（Committee 

Internal Ballot）の期間は 1 ヶ月（～ 7 月初め）
その後の日程の見通しは次の通り
7）ISO5006:2016 発行 2016 年 10 月
8）Official Journal への掲載は最短で 2017 年 6 月
9）EN/ISO 規格の効力発生が 2017 年 9 月
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4.3　会議詳細
1）ドイツ意見
・‌�270°に限定する項目については今後の改訂とすべ

き
・ブーム姿勢走行姿勢から可能な限り下げること
・visibility map を定義して設けるべき
　⇒今後の検討項目とする
2）‌�ドイツ：10.4 の大型機でも試験が義務付けられ

た（shall）（表─ 1）。
  　判定基準については今後説明を追加する。
  　Table 2 は最終的に含まれることになった。
  　‌�また，9.2 項から大型機の場合でも，従来の対象

機同様に実機試験をシミュレーションに代えて
行うことが可能。

  　‌�ただし Scope では“can”であり，矛盾の可能
性あり。

〈DIS〉
1　Scope
This International Standard specifies a static test 

method for determining and evaluating the 
operator’s visibility on a rectangular 1 m boundary 
around the machine and on a 12 m visibility test 
circle.

This International Standard applies to the earth-
moving machines as defined in ISO 6165 that have a 
specific seated operator’s position. It provides 
visibility performance criteria for machines up to a 
maximum operating mass （see ISO 6016） depending 
on the type of machine family （see Table 1）.

For machines not listed in Table 1, including 
larger machines, derivative earth-moving machines 
and other types of earth-moving machines, the 
visibility test procedures can be used along with the 
risk assessment process defined in the clause 10.4.

3）日本意見
  　‌�運転席の後方に地面を見るためのミラーを設置

しても良い。ただし，RB 確認に使ってはなら
ない（表─ 2）。

表─ 1

表─ 2



93建設機械施工 Vol.69　No.5　May　2017

4）‌�スウェーデン：RB の範囲を明確化する。Figure 
3 に説明を追加する（表─ 3）。

5）‌�英国 : RB と 12m 円上の間の領域の評価方法に
ついて，Full Revision で行う（表─ 4）。

6）‌�日本：7.2 の表現：日本が図を用意して見直し文
を提案する（表─ 5）。

7）‌�米国：リンケージの動きの表現を見直す（表─6）。
8）‌�スウェーデン： RB の説明の分割を提案，却下

された（表─ 7）。

9）‌�日本：現行のミラーでの曲率規定に戻す提案は
却下され，Full Revision に回す。

  　‌�確認の方法はシミュレーション，実機計測とも
に可とするとの PL 見解。ただし，実際の試験
方法について議論あり。計測方法は全面改定時
に再検討する事となった（表─ 8）。

10）‌�英国：7.1 項の説明を変更する（表─ 9）。
11）英国：10.2 項の説明を変更する（表─ 10）。

表─ 3

表─ 4

表─ 5

表─ 6
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表─ 8

表─ 9

表─ 10

表─ 7


